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農
舞
台
の
東
側
に
あ
る
3
ア
ー
ル

ほ
ど
の
休
耕
田
。
四
年
前
ま
で
は
稲

が
作
付
け
さ
れ
て
い
た
が
、
今
で
は

そ
の
機
能
も
失
っ
て
い
た
。

　
8
月
7
日
、
一
一
ヶ
月
前
ま
で
は
背

丈
ほ
ど
の
ヨ
シ
が
繁
っ
て
い
た
こ
の

休
耕
田
に
、
水
が
貯
え
ら
れ
た
。
町

内
小
中
学
校
の
先
生
1
5
名
が
関
谷
正

行
さ
ん
・
松
山
金
］
さ
ん
（
松
代
）

の
指
導
の
も
と
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
で
農
舞
台
脇
の
荒
地
の
一
角
を

昆
虫
た
ち
が
住
め
る
ビ
オ
ト
ー
プ
に

仕
上
げ
た
の
だ
。

　
秋
の
始
ま
り
。
わ
れ
先
に
と
陣
取
っ

た
ギ
ン
ヤ
ン
マ
が
、
夏
の
避
暑
か
ら

里
帰
り
し
た
ア
キ
ア
カ
ネ
の
群
集
を

追
払
う
の
に
躍
起
に
な
っ
て
い
た
。
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ビオトープ＝生き物が生息できる空間をいい、ビオトープ活動は生き物が住めるところを、保護・復元・創出することをいう。

■松代町役場

〒942－1592　新潟県東頸城郡松代町大字松代3252番地1
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FAX　O25－597－2526・597－2300
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松代町のバランスシート（平成15年度末現在）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位＝千円）
懲　　秀

　　　　［資産の部］

1．有形固定資産

（1）総務費

（2）民生費

（3）衛生費

（4）労働費

（5）農林水産業費

（6）商工費

（7）土木費

（8）消防費

（9）教育費

（1①その他

　計
（うち土地

　形　　2産合計

1，679，021

782，043

27，975

　　0
2，948，448

485，633

2，051，584

37，986

2，891，667

2，924

10，907，281

　690，609

10　907　281

2．投資等
（1）投資及び出資金

（2）貸付金

（3）基金

　①特定目的基金

　②土地開発基金

　③定額運用基金

基金計

（4）退職手当組合積立金

　蜀　　合計

　90，599

　15，169

810，307

120，855

　　　0
931，162

　86，768

1123698
3．流動資産

（1）現金・預金

　①財政調整基金

　②減債基金

　③歳計現金
現金・預金計

（2）未収金

　①地方税

　②その他
未収金計

（3）その他

流　茎産合計

332，245

274，161

145，811

752，217

3，573

　0
3，573

　0
755790

芝産合計 12786769

嚢　　欝

　　　　［負債の部］

1．固定負債

（1）地方債

（2）債務負担行為

①物件の購入等

②債務保証又は損失補償

債務負担行為計

（3）退職給与引当金

（4）その他

　　　嵐合計

4，013，748

0
0
0

658，833

　　0
4672581

2．流動負債

（1）翌年度償還予定額

（2）翌年度繰上充用金

（3）その他

　流　負　合計

544，900

　　0
0

544900

室合計 5217481

　　　［正味資産の部］

1．国庫支出金　　　　　1，106，139

2．都道府県支出金 2，369，012

3．一般財源等 4，094，137

正味盗産合計 7569288

・正味註産合計　　　12786769

おら町のふところ具合は
パ量シス診一ロトで
　町の財政体質をみる
　バランスシート（貸借対照表）は、町の

財政体質を知るうえで大切な資料です。

　現在、町にある土地や建物、基金などの資

産を工面するために、その財源となる資金の

調達と運用の状態、つまり、資産と負債（主に

借入金）・正味資産（自らの資金）の三つの要

素を組み合わせた状況表なのです。

　町の財政は、主に予算と決算で管理され

ていますが、企業の決算に則して、町の資

産の運用状況を知るために、バランスシー
トは重要な役割を果たしてきます。

　このバランスシートは、町の資産の状況

を知るだけでなく、今後私たちに返済が義

務付けられる地方債（借入金）などの負債

の状況も知ることができます。

（1）資産について

　資産総額は平成10年度末をピークに徐々

に減少傾向にあります。低成長時代に突入

したことに伴い、投資的経費の抑制が徐々

に有形固定資産をも引き下げていることが

明白となっています。

　投資等合計が年々減少している要因の一

つは、町有施設積立金などの特定目的基金

の残高が大幅に減少していることによるも

のです。平成5年度末の特定目的基金残高が

13億円ありましたが、平成10年度末には15

億円まで増加、その後地方交付税等の減額

影響で年々減少し、15年度末には8億1千万

円となりました。この影響と、建物などの減価償却による減

価分が、15年度末の資産合計を減少させている大きな要因で
す。

過去5年ごとの経年比較
　　　　　　　　　　　（単位＝百万円）

噸　　　　圏 騰蕪穫 顯雛麓 麟灘幾 醐雛關懸螺鰯
1

i有形固定資産合計 9，826 11，773 10，907 ▲7．4

欝 1……一一…一一一1
：
投
資
等
合
計
1

．．＿一．．．．一．．＿暉．甲甲

　1，563 　1，754 　1，124 ▲35．9

1

i流動資産合計 1，002 790 756 ▲4．3
叢 L．一．．．．．．．一甲．．．．．『＿

資産合計 12，391 14，317 12，787 ▲10．7

1

i固定負債合計 4，133 4，322 4，673 8．1

1＿＿＿＿＿一＿＿＿一
1

貸 i流動負債合計 372 463 545 17．7
L．．．．甲．一一一一．．．．一一一一＿

負債合計 4，505 4，785 5，218 9．0

欝 正味資産合計 7，886 9，532 7，569 ▲20．6

負債・正味資産合計 12，391 14，317 12，787 ▲10．7

（2）負債・正味資産について

　ご覧のとおり負債（いわゆる借金）総額は年々増加傾向に

あります．これはスキー場整備・芝峠温泉施設などの観光施

設整備や町道整備・集落開発センター整備・町営バス運行な

どの生活関連施設整備に取り組んできたためです。しかし当

町は、町民の後年度の負担を軽減するため過疎債や辺地債など

の優良債のみで事業に取り組んでいます．このため平成16年

度償還額に対する交付税の算入割合は71．3％となっています。

③　今後の見通し

　国の三位一体改革の影響などで、町では今まで積み立てて

きた基金を大幅に取り崩し、町民の要望実現に取り組んでい

ます。このため本年度末には資産の大幅変動が見込まれてい

ますが、財政運営上市町村合併効果や国の財政支援が見込ま

れるので、新市の健全財政が維持できるものと思われます。
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　このバランスシートは、町が一般会計においてこれまでに形

成してきた資産や、その財源となる負債と正味資産（企業の資

本）の内容を表示しています。

　平成15年度末現在の資産総額は127億86百万円となっており、

16年度当初予算額の3．1年分に相当します。

借 方

【資産の部】

1騰転講嚢ll翻1
町税や国や県からの支出金

または地方債（町の借入金）などを財源として、

町が取得した資産を行政目的別に表示していま
す。

　建物や機器などは、定額法による減価償却を

行った後の額を、また土地については取得価格

で計上しています。

　有形固定資産は109億7百万円で総資産の85％

を占めています．

2．投資等
　各種公的団体への出資金や克雪住宅づくり資

金など住民への貸付金などと、町が保有する各

種の基金の状況を表示しています．

　投資等では、基金が9億31百万円（83％）と大

半を占めており、次いでは北越急行や松代総合

開発などへの投資や出資金が9千万円（8％）と・

なっています。

　基金の合計は財政調整基金と減債基金を除い

た額です。また、退職手当組合積立金は、職員

の退職手当に係る町の持分相当額の積立額です．

3．流動資産

な欝繋轍縷出》
に備えるための財政調整基金と

地方債の償還に備える減債基金はその性格から

流動性が高いため、流動資産に分類しています．

　歳計現金は歳入歳出の差し引き額です．

貸 方

【負債の部】

1．固定負債

　地方債は15年度末の現在高を示しています．

この地方債と流動負債の翌年度償還予定額5億45

百万円を合わせた45億58百万円が、地方債の実

質残高となります．これは、有形固定資産の42％

を占めています。

　また、退職給与引当金は15年度末に職員全員

が普通退職したと想定した場合の要支給額を表

示しており、6億58百万円となっています．

2．流動負債

　17年度に返済する地方債の元金償還金予定額

を翌年度償還予定額として表示しており、5億45

百万円となっています。

【正味資産の部】

国・県支出金及び一般財源等

　企業会計ではこの部分は本来「資本」に該当

する部分ですが、営利活動を目的としないため

に「正味資産」という表示をしています．

　ここでは、有形固定資産を形成するための財

源となった国や県からの支出金の額を、有形固

定資産の減価償却と同じ方法で減額した額を計

上しています。県支出金が国庫支出金の2倍以

上となっていますが、これは主に農林水産業費

の補助金などのように国庫支出金として歳入さ

れるものでも県を経由して交付されるため、県

支出金として扱うことから多くなっています．

　また、企業会計の剰余金に当る部分を一般財

源等として表示しており、町税等の自主財源を

計上しています。
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　農舞台連続講座野の飾父
一妻有・松之山郷の人物列伝一

　
「
野
の
師
父
」
は
大
地
の
芸
術
祭

6
市
町
村
に
住
ま
う
師
父
を
囲
み
、

そ
の
静
か
な
言
葉
に
耳
を
傾
け
る

会
で
す
。
師
父
た
ち
が
見
、
追
い

求
め
て
き
た
も
の
、
師
父
た
ち
の

背
後
を
流
れ
る
豊
か
で
多
様
な
時

間
を
感
じ
て
も
ら
う
講
座
で
す
。

　
野
の
師
父
と
は
宮
澤
賢
治
の
詩

に
あ
り
ま
す
．
賢
治
の
詩
に
登
場

す
る
師
父
は
一
介
の
老
人
で
す
。

法
華
経
を
読
諦
す
る
人
、
大
豆
を

背
負
っ
た
農
夫
、
子
供
や
孫
に
嘲

ら
れ
る
年
寄
り
、
ま
っ
白
な
髪
や

髭
を
た
く
わ
え
商
売
気
の
あ
る
堂
々

と
し
た
老
人
、
目
が
不
自
由
で
ひ
っ

そ
り
と
暮
ら
し
て
い
る
老
人
、
あ

市川啓次郎さん（写真左）の話す「しめ縄作りのコツ」

には、師父の刻んだ豊かな時間の味がある。

る
い
は
高
雅
な
神
の
よ
う
な
老
人
。

賢
治
は
い
ろ
い
ろ
な
老
農
を
訪
ね

歩
き
、
名
も
な
い
老
い
た
人
の
中

に
師
父
と
仰
ぐ
人
格
を
見
出
し
た

の
で
す
。
彼
ら
は
こ
の
国
の
古
い

神
々
の
よ
う
で
あ
り
、
あ
る
と
き

歪
ん
だ
修
羅
の
一
面
を
み
せ
る
普

通
の
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
賢
治
は
こ
の
よ
う
な
老
農
の
中

に
宗
教
的
人
格
を
発
見
し
て
、
「
衷

心
こ
の
人
を
礼
拝
す
る
」
と
心
の

中
で
自
分
に
語
り
か
け
、
老
農
に

聖
性
を
見
る
こ
と
を
、
「
何
が
そ
の

こ
と
を
さ
ま
た
げ
よ
う
か
」
と
言

い
ま
す
．

市
川
啓
次
郎
さ
ん
（
松
代
町
）

「
縄
の
美
学
」

　
し
め
縄
を
二
十
七
年
や
っ
て
き

た
が
、
同
じ
つ
も
り
で
作
っ
て
も

同
じ
物
は
ひ
と
つ
と
し
て
で
き
な

い
。
二
十
、
三
十
個
作
る
な
か
で
、

気
に
入
ら
な
い
も
の
が
ひ
と
つ
ふ

た
つ
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
と
き

は
燃
し
て
し
ま
う
。
で
も
人
が
作

る
と
い
う
こ
と
は
、
ひ
と
つ
と
し

て
同
じ
物
に
は
な
ら
な
い
と
い
う

と
こ
ろ
が
面
白
い
。

南
雲
キ
ク
ノ
さ
ん
（
中
里
村
）

「
雪
の
国
の
語
部
た
ち
」

　
最
後
に
私
の
好
き
な
言
葉
を
ひ

と
つ
。
子
供
笑
う
な
来
た
道
だ
。

年
寄
り
笑
う
な
行
く
道
だ
。

　　　　6㌔●■’・　　　㌔し9●’．　　　冒●・じ。！。　　◎oら。9ρ■
o．ノ9

　
　
美
濃
和
英
さ
ん
の
昔
話
や
民
話

　
と
実
生
活
と
の
関
係
の
お
話
、
興

　
味
深
く
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

　
た
。
こ
の
よ
う
な
昔
話
が
語
ら
れ

　
る
共
同
体
こ
そ
豊
か
な
の
だ
と
知

　
ら
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
南
雲
キ

　
の
話
の
中
に
い
る
よ
う
な
臨
場
感

　
が
あ
り
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
も
っ

　
と
聞
き
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
（
栃
木
県
在
住
口
「
雪
の
国
の
語

　
部
た
ち
」
参
加
者
）

！
ク
ノ
さ
ん
の
お
話
は
、
本
当
に
そ

　
新
聞
を
見
て
、
八
十
八
先
生
の

講
座
が
あ
る
と
知
り
参
加
し
ま
し

登場した師父たち

●南雲　　恵さん（十日町市）　●南雲　敏夫さん（川西町）

●樺沢　和雄さん（津南町）　●南雲キクノさん（中里村）

●市川啓次郎さん（松代町）　　●高橋八十八さん（松代町）

●美濃和　英さん（松代町）　　●村山　　暁さん（松之山町）

ま
た
、
こ
う
い
っ
た
形
で
若
い
人

に
知
識
を
広
げ
る
と
い
う
こ
と
は

し
た
。
私
も
松
代
と
同
じ
よ
う
に

合
併
を
目
前
に
し
た
過
疎
の
山
村

で
生
活
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
同

の
共
存
や
、
町
か
ら
感
じ
る
一
体

と
な
っ
た
一
生
懸
命
さ
と
い
う
も

の
が
伝
わ
り
、
と
て
も
感
激
し
ま

（
柏
崎
市
在
住
一
「
森
の
手
紙
」

参
加
者
）
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

た
。
先
生
は
予
想
以
上
に
穏
や
か
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

な
方
で
、
い
ろ
い
ろ
研
究
さ
れ
て
、

い
て
、
良
い
お
話
を
聞
け
ま
し
た
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉

と
て
も
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

じ
山
村
の
中
で
の
自
然
と
人
間
と
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

9
月
以
降
も
定
期
連
続
講
座

　
環
境
、
教
育
、
社
会
、
多
方
面

に
お
い
て
指
針
を
失
っ
た
私
た
ち

は
、
人
と
人
、
人
と
大
地
の
つ
な

が
り
を
再
考
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
師
父
た
ち
に
よ
っ
て
刻
ま

れ
る
言
葉
、
過
言
な
い
探
求
の
意

志
は
、
次
世
代
、
次
々
世
代
の
私

た
ち
へ
と
発
せ
ら
れ
ま
す
。
こ
の

「
野
の
師
父
」
は
、
都
市
と
農
村
と

の
出
会
い
、
交
流
の
場
と
し
て
、

農
舞
台
の
長
期
連
続
講
座
と
な
り

ま
す
．
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彼岸は廻る

一越後妻有版・真実のリア王一

　森山大道氏は、現代目本を代表する写真家で国際

的にも知られています。1960年代後半より、写真の

既成概念を根底から覆すような荒々しい映像を提示

し、新時代の写真の旗手として、その後の写真表現

のあり方に大きな影響を与えてきました．

　本展覧会は、2003年夏、森山氏が松代町で撮りお

ろした越後妻有版「真実のリア王」のステージと、

里山の風景からなる写真集『彼岸は廻る一越後妻有

版「真実のリア王」』（構成：中塚大輔）より選ばれ

た12点の写真によって構成されます。

　「真実のリア王」は、昨年の大地の芸術祭2003のオー

プニング・イベントとして上演され、松代町からも

6名の方々が出演されました．オランダ人作家と、大

勢の地元の方々と共に創り上げたパフォーマンスは、

この土地の厳しい風土と近代史を生き抜いてきた人々

の人生を、静かに、幻想的に描き出し、人々の心を

大きく揺さぶりました．

　写真集は、展示作品を含め、松代町の日常の風景

を森山氏が撮りおろした写真と、「真実のリア王」出

演者達の人生の軌跡を感じられるような懐かしい昔

のモノクロ写真で構成されています．会場でもご覧

頂くことができますので、ぜひお越しください．

会　期：10月13日㈱まで

開館時間：午前9時～午後6時（入館は5時半まで〉

入館料：一般500円、小中学生300円

休館日：毎週月曜目　（月曜祝目の場合翌目）

5

麟＠◎母麗
　　　　　　　　　　　魎糠夏奔忌

一真夏の里山体験一一一一
開催＝8月1日～8月10日

聾　　難

　この公演を手掛けた、劇団トリのマーク（通称）は、

東京を中心に活動している劇団で、活動をはじめて今

年で14年目になります。

　トリのマークは、町に滞在してその町のことを題材

に演劇を作るという全国でも珍しい試みで、公演を演

出しました。

rJト・・ll髄』」ト・・咀匪陶ro』・・lll』6ト・・曙髄’・r6ト・・lllllr6ト8－ll8－r6ト1匹”，陶rJ』・llIlhr6』・llII』」ト・・Ill一｝r6ト・噂II』6ト・・噌，』r6ト・1“』6ト・llll』r6ト辱lll聖』ひ・1－ll9』」ト・岨髄』6トー咀帥・r6ト・・lll』6ト噌Ilo－r6卜・5111』6ト・。酢1帥髄r6』・llll』ひ・18111・

遊肇鍛習臨
として、子供

から大人まで

が遊べる「里

山アート遊園

地」を企画し
ました。「スポ

研」は、ゴー

ルと色々な大

きさのボール

を使って、遊ぶ人が新しいゲームを考える作品、「地球

と遊ぶ道具ジャイロ」は車輪を回した遠心力で不思議

な動きをする遊具．来館者は、そんな一風変わったアー

ト遊具6作品で、農舞台ピロティーを所狭しと遊びま

くりました。

　　　　　農舞台2004夏を終えて

　最後にこの場を借りて関わっていただいた町の皆

様に感謝を申し上げます．イベントに参加・協力し

てくださった皆様、お茶だしをしていただいた松代

老人クラブの皆様、農機具を貸してくださった皆様、

オモチャづくりの講師の皆様、耕運機の運転をして

いただいた皆様、遊びの場の会場に利用していただ

いた各団体の皆様、どうもありがとうございました。



　　　一裁判員の選び方一

　裁判員制度は、国民から無作為に選ば

れた裁判員が、殺人や傷害致死などの重

大事件の刑事裁判で裁判官と一緒に裁判

をするという制度です。

　この制度は平成21年5月までに実施さ

れます。

＜職業裁判官だけで公判＞

　　　　　昌

業裁判官（原則3名）と裁判員

（原則6名）が協力して刑事裁判を行う＞

　　　　裁判員制度の導入で

裁判が身近でわかりやすいものになる

司法に対する国民の信頼が向上する

　裁判員は、一年ごとに20歳以上の国民のみなさんの中

から、くじで裁判員候補者が選ばれます（候補者には通

知が来ます）．裁判員は、この候補者の中から、事件ごと

に、裁判所における選任手続により選ばれることになり

ます。具体的な手続は次のとおりです。

①裁判員候補者名簿を作ります

選挙権のある人の中から、翌年の裁判員候補者となる人を毎

年抽選で選び、裁判所ごとに裁判員候補者名簿を作ります。

②事件ごとの裁判員候補者を選びます

事件ごとに、①の名簿の中からさらに抽選でその事件の

裁判員候補者を選びます。 選ばれた方には、裁判所にお

出でいただく日時等をお知らせします。

③裁判所で裁判員を選ぶ手続を行います

裁判長から、被告人や被害者と関係がないか、事件につ

いて偏見がないかなどや、 辞退希望がある場合はその理

由などについて質問されます。 検察官や弁護人は、その

質問の結果などをもとに裁判員候補者から除外すべき人

を指名することができます。

（双方4人まで理由を示さずに、指名できます）

④裁判員が選ばれます

除外されずに残った候補者の中から、くじなどの方法で

裁判員及び補充裁判員が選ばれます。

Q
　
裁
判
員
に
な
る
た
め
に
、
資
格
は
い
ら
な
い
の
で
す
か

A
　
衆
議
院
議
員
の
選
挙
権
を
有
す
る
人
（
2
0
歳
以
上
）
で
あ
れ

ば
、
原
則
と
し
て
誰
で
も
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
．
た
だ
し
、

次
の
よ
う
な
人
は
裁
判
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

〈
1
欠
格
事
由
〉

①
国
家
公
務
員
に
な
る
資
格
の
な
い
人

②
義
務
教
育
を
終
了
し
て
い
な
い
人
（
義
務
教
育
を
終
了
し

　
た
人
と
同
等
以
上
の
学
識
を
有
す
る
場
合
は
除
き
ま
す
）

③
禁
こ
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
人

④
心
身
障
害
の
た
め
裁
判
員
の
職
務
の
遂
行
に
著
し
い
支
障

　
の
あ
る
人

　
　
就
職
禁
止
事
由
〉

　
　
国
会
議
員
、
国
務
大
臣
、
国
の
行
政
機
関
の
幹
部
職
員

　
　
司
法
関
係
者
（
裁
判
官
、
検
察
官
、
弁
護
士
な
ど
）

　
　
大
学
の
法
律
学
の
教
授
、
助
教
授

　
　
都
道
府
県
知
事
お
よ
び
市
町
村
長
な
ど

　
自
衛
官

　
禁
こ
以
上
の
刑
に
当
た
る
罪
で
起
訴
さ
れ
、
そ
の
被
告
事

　
件
の
終
結
に
至
ら
な
い
人

　
族
、
同
居
人
等

　
た
人
、
被
告
人
の
代
理
人
、
弁
護
人
等
、
検
察
官
ま
た
は
司

　
法
警
察
職
員
と
し
て
職
務
を
行
っ
た
人
　
　
な
ど

　
そ
の
他
、
裁
判
所
が
不
公
平
な
裁
判
を
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

②
審
理
す
る
事
件
に
つ
い
て
、
証
人
ま
た
は
鑑
定
人
に
な
っ

く
2①②③④⑤⑥⑦

逮
捕
ま
た
は
勾
留
（
こ
う
り
ゅ
う
）
さ
れ
て
い
る
人
な
ど

〈
3
　
事
件
に
関
連
す
る
不
適
格
事
由
〉

①
審
理
す
る
事
件
の
被
告
人
ま
た
は
被
害
者
本
人
、
そ
の
親

〈
4
　
そ
の
他
の
不
適
格
事
由
〉

と
認
め
た
人
は
、
そ
の
事
件
に
つ
い
て
裁
判
員
と
な
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
．

6



被害にあう人が増えています
冒
■意注

ρ

、』
9
、
κ

圭向の
言
0

「カ▲P’穴

ゴ

　
最
近
町
内
で
も
、
利
用
し
た

覚
え
の
な
い
有
料
ア
ダ
ル
ト
ザ

イ
ト
や
ツ
ー
シ
ョ
ツ
ト
ダ
イ
ヤ

ル
な
ど
の
使
用
料
を
請
求
す
る

は
が
き
や
E
メ
ー
ル
、
封
書
な

ど
が
送
ら
れ
て
く
る
と
い
う
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
内
容
は
、
「
利
用
し
て
い

る
通
信
会
社
か
ら
債
権
回
収
の

依
頼
を
受
け
た
の
で
、
早
急
に

当
社
に
支
払
え
。
入
金
が
な
い

場
合
は
、
自
宅
や
勤
務
先
へ
回

収
に
出
向
く
」
と
い
っ
た
不
安

を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
こ
う
し
た
架
空
の
請
求
書
は
、

悪
質
業
者
が
何
ら
か
の
名
簿
を

手
に
入
れ
、
手
当
た
り
し
だ
い

に
送
付
し
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
請
求
書
を
受
け
取
っ

た
人
の
中
に
は
、
別
の
請
求
と

勘
違
い
し
た
り
、
こ
れ
以
上
関

わ
り
た
く
な
い
た
め
に
支
払
っ

て
し
ま
う
人
も
い
る
よ
う
で
す
。

　
払
う
前
に
落
ち
着
い
て
よ
く

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
は

支
払
わ
な
い
で
無
視
し
て

　
い
っ
た
ん
、
支
払
う
と
取
り

戻
す
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
す
。

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
は
、
無

視
し
て
く
だ
さ
い
．

通
知
業
者
に
は
一
切
連
絡

し
な
い
で

　
架
空
の
請
求
書
に
書
い
て
あ

る
「
連
絡
先
」
な
ど
に
は
絶
対

に
連
絡
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

相
手
に
電
話
番
号
や
個
人
情
報

を
知
ら
せ
る
こ
と
に
な
り
、
そ

の
後
し
つ
こ
く
請
求
が
く
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
．

業
者
の
手
ロ
が
巧
妙
化
・

悪
質
化
し
て
い
ま
す

　
最
近
、
公
的
機
関
に
似
た
名

称
、
法
律
事
務
所
、
警
察
官
、

公
務
員
な
ど
を
か
た
っ
た
悪
質

な
手
口
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
問
題
と
な
っ
て
い

る
国
民
年
金
保
険
料
の
偽
装
請

求
な
ど
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

法
務
省
が
許
司
し
た
債
権
回
収

会
社
が
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
な
ど

の
利
用
料
を
請
求
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
公
務
員

や
警
察
官
な
ど
が
事
業
者
か
ら

の
料
金
の
代
行
収
納
を
行
う
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
社

会
保
険
事
務
所
以
外
が
国
民
年

金
保
険
料
を
集
め
る
こ
と
も
あ

り
ま
せ
ん
．

こんなハガキがきても

連絡しない払わない

心配なときは

　　　　まず相談

架
空
の
請
求
は
犯
罪
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す

　
請
求
さ
れ
た
内
容
に
不
明
な

点
が
あ
っ
た
り
、
不
安
な
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、
警
察
や
県
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　獺談・聞繕螢類慧鑓

松代町役場　企画振興課

　　　（内線43）

　県消費生活センター
　（TEL　O25－285－4196）

　　　安塚警察署
　（TEL　O25－592－0110）

新潟地方法務局人権擁護課

　（TEL　O25－222－1563）

　　　　　　　　未納料金督促通知　　　　　　』1

　お客様が、以前ご利用になられました電話回線及びプロバイダー

を通されまして接続された有料利用料金のお支払いが、未だに確認
が取れず、目々遅延損害金、延滞利息金が発生しております。

　ご利用になられた運営業者様から債権回収の依頼を当社が受任い
たしましたので、今後、当社がご請求、処理させていただきます。

　　　　　　　　　　　【注意事項】

　退会手続きが済んでおりませんので、このまま放置されますと、

お客様の個人情報が、債権者リストに登録されてしまい、最近問題
になっております悪徳業者に、目を付けられてしまう危険性がござ

います。データ処理（退会手続き）につきましては、当社が責任を

持って行いますが、お客様のご協力が必要です。

　ご自宅との連絡が取れない場合、近親者、職場への連絡、もしく

は直接お伺いする場合もございます。

　当社顧問弁護士との協議の結果、最終手段として、『信用情報機関

へのブラックリスト登録』又は、『給料差し押さえ』更には、告訴、

告発という法的処置を取らざるおえなくなります．

　　　　　　　　　　　【必読】
　中には心当たりがなくても、自動登録業者へのアクセスが多発し

ております。その場合、データ処理の為一時入金後、料金免除によ

る返金の場合もございます。

　詳しい内容につきましては、お客様担当の者がご説明いたします
ので、至急当社までご連絡下さいます様、お願い致します。

　　　　　　　代表番号
　　　　　　　　（平日　8：00～19：00）

　　　　　　　　お客様コード
　　　　　　　㈱■■1債権管理センター
　　　〒101－0063東京都文京区　　　　　　　ビル8F
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六学圖帰り翻花

県庁見学と

癖気醜醸爆う藻川を訪韓

知事さん訪間の記

松寿大学8年生

　　関谷　　忠

馴
眉
覆

　
八
月
二
日
、
新
潟
県
庁
に
平
山

県
知
事
さ
ん
を
訪
ね
る
べ
く
、
松

寿
大
学
学
生
74
人
は
朝
7
時
前

に
役
場
を
出
発
し
ま
し
た
。
二

時
問
ほ
ど
の
道
程
を
経
て
県
庁

に
着
く
と
、
2
階
の
知
事
室
へ
案

内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

だ
知
事
さ
ん
は
登
庁
前
で
し
た

が
、
学
生
一
行
は
知
事
さ
ん
の
机

の
周
り
で
写
真
を
撮
っ
た
り
、
説

明
を
受
け
た
り
し
な
が
ら
面
会

に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し

た
。　
い
よ
い
よ
面
会
時
間
で
す
。

知
事
室
前
の
ロ
ビ
ー
で
待
っ
て

い
る
と
、
間
も
な
く
知
事
さ
ん
は

見
え
ら
れ
、
開
口
一
番
「
皆
さ
ん

大
学
生
で
す
か
。
え
ら
い
も
ん

で
す
ね
～
．
大
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
た
め
に
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
励
ま
し

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
美
濃
和
学
長
は
「
今
日
、
知

事
さ
ん
に
お
会
い
で
き
た
こ
と

を
今
年
の
宝
と
し
て
、
一
生
の

思
い
出
に
し
な
が
ら
明
る
く
生

き
い
き
と
勉
学
に
励
み
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
学
生
と
も
い

く
つ
か
の
会
話
を
交
し
て
、
僅

か
の
時
間
な
が
ら
和
や
か
に
知

事
さ
ん
と
面
会
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
県
庁
見
学
の
た
め

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
1
8
階
ま
で
上

が
り
、
回
廊
展
望
で
美
人
の
案

内
係
の
方
か
ら
、
県
庁
と
周
辺

の
市
の
様
子
を
ご
説
明
い
た
だ

き
ま
し
た
。
一
通
り
の
見
学
が

終
わ
る
と
県
庁
前
で
庁
舎
を
バ
ッ

ク
に
記
念
撮
影
。
よ
き
思
い
出

と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
目
本
海
側
最
高
建

築
物
で
あ
る
朱
鷺
メ
ッ
セ
の
展

望
で
日
本
海
を
望
む
と
気
分
も

晴
々
．
埠
頭
に
入
る
佐
渡
汽
船

が
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
の

流
れ
を
演
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
黒
崎
の
「
ふ
る
さ
と
村
」
で

の
昼
食
を
済
ま
せ
る
と
バ
ス
は

次
な
る
目
的
地
で
あ
る
、
狐
の

嫁
入
り
で
有
名
な
津
川
町
へ
と

向
か
い
ま
し
た
．

　
同
町
に
あ
る
「
狐
の
嫁
入
り

館
」
の
オ
ー
ナ
ー
の
佐
藤
寛
治

さ
ん
は
下
越
酒
造
の
役
員
で
も

あ
り
、
5
月
の
松
寿
大
学
で
の

教
養
講
座
で
講
演
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
め

ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
現
代
社

会
で
も
、
老
人
は
日
々
学
び
を

通
し
て
前
向
き
に
生
き
な
け
ば

な
ら
な
い
と
講
義
い
た
だ
き
ま

し
た
．
今
回
佐
藤
さ
ん
を
訪
ね

れ
ば
、
な
る
ほ
ど
お
っ
し
や
る

と
お
り
、
自
身
の
事
業
や
社
会
活

動
に
積
極
的
に
貢
献
さ
れ
て
い

て
、
溢
れ
る
パ
ワ
ー
を
い
た
だ
い

た
気
が
し
ま
し
た
。

　
そ
の
佐
藤
さ
ん
か
ら
津
川
町

の
ご
説
明
を
い
た
だ
き
「
こ
こ

は
明
治
の
始
め
は
福
島
県
越
後

の
国
津
川
村
で
し
た
」
な
ど
愉

快
な
話
も
お
聞
き
き
し
ま
し
た
。

下
越
酒
造
で
は
冷
た
い
お
茶
の

接
待
と
、
お
待
ち
か
ね
の
銘
酒

の
試
飲
で
「
い
や
、
う
ん
め
か
っ

た
こ
と
」
．
土
産
の
酒
の
購
入
に

手
問
取
り
な
が
ら
、
バ
ス
は
3
0

分
遅
れ
で
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
炎
天
酷
暑

の
中
の
旅
行
を
計
画
し
、
「
具
合

の
悪
い
も
の
は
申
し
出
ろ
」
な

ど
、
細
か
い
気
配
り
を
絶
や
さ

な
か
っ
た
役
員
の
方
々
に
は
、

私
流
に
「
感
謝
感
激
ア
メ
ア
ラ

レ
」
で
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、

病
気
も
け
が
も
な
く
「
イ
カ
ッ

タ
、
イ
カ
ッ
タ
」
の
旅
行
で
し

た
。　
蛇
足
で
す
が
、
私
は
目
帰
り

旅
行
で
も
食
・
水
あ
た
り
の
薬

と
健
康
保
険
証
は
い
つ
も
持
ち

歩
い
て
い
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
選
薦
．
、
㎜
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籔
糀
欝
．
覇

隷
繕
鑓
潔
撰
ン

〈
第
2
4
新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
総
合
体
育
大
会
第
3
6
回
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
大
会
〉
（
8
月
2
2
目
松

代
町
総
合
体
育
館
　
県
内
2
7

2
名
参
加
）

〈
個
人
戦
シ
ン
グ
ル
ス
〉

【
小
学
生
男
子
】

3
位
　
松
山
　
光
一
さ
ん

董
礁
謙
翁
⑳
結
果
か
ら

選
手
宣
誓
を
す
る
松
山
光
一
さ
ん

【
中
学
生
女
子
】

2
位
　
関
谷
　
水
希
さ
ん

〈
団
体
戦
〉

【
小
学
生
女
子
】

3
位
　
ま
つ
だ
い
Y
J

（
斎
木
優
、
関
谷
知
有
莉
、

関

谷
唯
、
武
田
千
尋
、
高
野
樹
璃
、

柳
幸
江
）

【
中
学
生
女
子
】

3
位
　
ま
つ
だ
い
Y
J

（
山
本
あ
ゆ
み
、
小
嶋
華
奈
子
、

柳
瑞
穂
、
樋
口
茜
）

〈
第
1
5
新
潟
県
ジ
ュ
ニ
ア
小
学

生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
〉
（
9
月

5
日
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越

　
県
内
4
2
7
名
参
加
）

【
5
年
生
以
下
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

1
位
武
田
　
千
尋
さ
ん

武
田
さ
ん
は
1
0
月
24
日
長
野
県

松
本
市
で
開
催
さ
れ
る
北
信
越

大
会
に
新
潟
県
代
表
と
し
て
出

場
し
ま
す
．

馨
翁
蓼
蓼
纈
瑠
箇
蓼
籔
翻
蓼
象
憾
蓼
§
毯
響
蓼
馨
毬
畢
象
瀞
嶺
蓼
蓼
嚢
譲
蓼
纈
瑠
馨
魏
螂
嵐
蓼
警
覆
曲
屡
纈
膠
蓼
魏
謬
霧
馨
象
霧
纈
癩
導
亀
聯
馨
蟄
騨
ゑ
報
餐
§
徹
顯
彫
箋
脚
象
蓼
§
蓼
蓼
象
層
魯
蓼
亀
蓼
藪
硬
籔
甲
籔
響
蓼
轟
顯
罵
§
魯
顯
肇
箇
蓼
奪
蓼
動
蓼
馨
馨
蓼
籔
覇
馨
盤
蓼
麹
§
§
蓉
§
畠
圏
層
曲
響

盤
　
　
雛

〈
第
2
4
新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
総
合
体
育
大
会
第
2
8
回
空
手

道
大
会
〉
（
8
月
2
9
日
松
代
町
総

A
・
体
育
館
）

【
中
学
生
男
子
形
】

2
位
　
相
沢
　
健
太
さ
ん

選
手
官
一
誓
を
す
る
相
沢
健
太
さ
ん

　　　　　　　　　　　　　　　鷲

　　　　　　　　　　　　　　撫　　　　　　　　　　　　　団　　　　　　　　　　　　蓋　　　　　　　　　　　学、　　　　　　　　　会忠

　　　　　　　鞭
　　　　　　空華　　　　藷
　　潔少　ポース

翻
灘
購
羅
匿
獺

〈
平
成
1
6
年
度
松
代
町
教
育
長

杯
争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
〉
（
8

月
2
2
目
松
代
町
民
グ
ラ
ン
ド
）

敢32優闘

賞位位勝

犬
伏
A
チ
ー
ム

松
代
C
チ
ー
ム

小
荒
戸
チ
ー
ム

ム
云
沢
チ
ー
ム
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り

”
聡

　
　
琉
議
、

　
，
　
8

　
　
卿

　
　
02

台
）

憾
憾
な
！
　
ぶ
る
さ
と
　
た
っ
ぷ
”
松
代

第
3
回
ポ
タ
ル
観
賞
と

ぷ
慰
さ
と
体
験
戯
廊
弼
報
告
．

　
今
回
は
7
9
名
（
バ
ス

の
参
加
を
得
て
6
月
2
6

日
ω
～
2
7
日
㈲
の
2
日
問
に
わ

た
り
郷
里
松
代
町
に
お
い
て
実

施
し
ま
し
た
．

〈
第
1
日
目
〉

▼
井
上
幹
事
長
の
見
送
り
を
受

け
、
8
時
3
0
分
上
野
公
園
口
を

出
発
．
高
速
道
も
渋
滞
な
く
、

無
事
松
代
町
に
到
着
。

　
宿
舎
の
松
和
荘
ロ
ビ
ー
に
て

対
面
式
を
行
い
、
バ
ス
で
文
化

村
セ
ン
タ
ー
へ
。
班
ご
と
に
分芝峠のパターゴルフ場で

か
れ
て
「
黒
板
の
教
室
」
の
机

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
三

人
の
先
生
方
か
ら
松
代
町
の
地

形
や
動
植
物
な
ど
に
つ
い
て
学

ん
だ
り
、
館
内
の
展
示
物
な
ど

を
見
学
し
た
り
し
た
。
そ
の
後
、

ア
ー
ト
の
森
で
野
外
彫
刻
や
植

物
に
つ
い
て
講
師
の
説
明
を
聞

き
な
が
ら
散
策
す
る
．
生
き
物

を
見
つ
け
る
た
び
に
子
ど
も
達

の
歓
声
が
あ
が
っ
た
。

▼
夕
食
前
、
郷
土
料
理
の
チ
マ

キ
作
り
に
挑
戦
．
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
お
ば
さ
ん
が
三
角
す

い
状
に
し
た
笹
に
も
ち
米
を
詰

め
、
も
う
一
枚

の
笹
で
ふ
た
を

し
て
三
角
に
し
、

ひ
も紐
で
結
ん
で
仕

上
げ
る
．
手
ほ

ど
き
を
受
け
る

の
だ
が
、
特
に

結
び
の
と
こ
ろ

で
苦
戦
．
な
ん

と
か
三
角
の
格

好
を
し
た
チ
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

キ
が
で
き
る
。
こ
れ
は
茄
で
て

家
へ
の
お
土
産
に
す
る
。

▼
夕
食
後
、
美
濃
和
先
生
（
県

ホ
タ
ル
指
導
員
）
の
講
話
を
聞

い
て
メ
ー
ン
の
ホ
タ
ル
観
賞
へ

出
か
け
る
．
見
学
地
は
犬
伏
．

農
道
の
両
側
、
や
や
高
い
と
こ

ろ
か
ら
発
し
て
い
る
ホ
タ
ル
の

緑
色
の
点
滅
が
星
の
よ
う
に
美

し
い
。
ホ
タ
ル
が
飛
ぶ
た
び
に

闇
の
中
か
ら
子
ど
も
達
の
歓
声

が
わ
く
。
大
人
も
童
心
に
か
え
っ

た
ひ
と
と
き
だ
．

　
夜
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、

地
元
山
菜
料
理
が
一
日
の
反
省

と
思
い
出
話
に
花
を
添
え
た
。

〈
第
2
日
目
〉

▼
早
朝
、
大
人
と
子
ど
も
の
有

志
で
松
代
会
の
耕
作
田
ま
で
散

歩
。
田
の
周
り
は
整
美
さ
れ
、

稲
の
成
長
も
順
調
だ
。

　
　
　
　
　
　
▼
朝
食
後
、
郷
・

土
資
料
館
で
古

民
具
や
文
化
財

の
見
学
．
そ
の

後
、
①
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
②
温
泉

入
浴
③
ブ
ナ
林
散
策
の
希
望
す

る
グ
ル
ー
プ
で
行
動
。
特
に
ブ

ナ
林
散
策
を
希
望
す
る
方
が
多

く
、
し
っ
と
り
し
た
山
道
の
落

葉
の
匂
い
と
土
の
温
も
り
を
感

じ
た
。
風
雪
に
た
え
た
ブ
ナ
の

白
い
幹
が
林
立
す
る
風
景
は
見

事
だ
．

　
畑
の
そ
ば
の
ワ
ラ
ビ
を
摘
み
、

森
林
浴
を
楽
し
む
。
子
ど
も
は

虫
や
蛙
を
見
つ
け
て
は
夢
中
で

追
っ
か
け
る
．
い
い
汗
し
た
満

足
の
2
時
間
だ
っ
た
。

▼
お
昼
は
地
元
で
そ
ば
に
舌
鼓
．

野
草
の
葉
や
花
の
天
ぷ
ら
は
、

季
節
に
マ
ッ
チ
し
て
一
層
食
欲

が
増
す
．

　
2
目
間
盛
り
だ
く
さ
ん
の
ふ

る
さ
と
ツ
ア
ー
が
終
わ
っ
た
。

温
か
く
出
迎
え
て
く
れ
た
地
元

の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
．

　
ふ
る
さ
と
の
自
然
と
松
代
の

温
も
り
に
満
足
し
帰
路
に
つ
く
。

　
（
実
行
委
員
長
　
池
田
正
）

第
1
3
回
竹
所
会
総
会

　
5
月
3
0
日
東
京
新
潟
県
人
会

館
で
第
1
3
回
竹
所
会
総
会
を
開

催
し
た
。
出
席
者
は
4
8
名
と
例

年
に
比
べ
て
若
干
減
少
し
た
の

が
残
念
で
あ
っ
た
。
故
郷
竹
所

か
ら
出
席
し
た
人
の
近
況
報
告

で
、
消
滅
す
る
と
思
わ
れ
た
村

に
、
近
年
「
長
岡
」
「
東
京
」
か

ら
転
入
さ
れ
た
方
が
居
り
、
逆

に
2
軒
増
え
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。
竹
所
会
の
伝
統
で
あ
る
「
和
」

が
満
ち
溢
れ
た
総
会
で
あ
っ
た
。

　
　
　
（
会
長
　
武
田
　
勇
）

●
が
た
落
ち

お
ち
こ
ち
び
と

遠
近
人

東
京
松
代
会
入
会
の
お
誘
い

　
肩
の
こ
ら
な
い
楽
し
い
会
で
す
．

　
誘
い
合
っ
て
多
数
ご
入
会
く
だ
さ
い
．

　
入
会
の
連
絡
は
下
記
の
各
地
区
の
組
織

委
員
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

松
代
地
区

峰
方
地
区

伊
沢
地
区

山
平
地
区

奴
奈
川
地
区

関
谷
興
平

若
井
　
孝

小
嶋
利
義

小
堺
一
男

佐
藤
　
博

関
谷
　
武

市
川
太
伸

山
岸
　
弘

米
持
義
昭

人
あ
し
ら
い
ー

次
回
に
つ
づ
く
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松
代
の
自
然

　
8
月
9
日
の
朝
、
室
野
の
『
ふ
く
る

だ
』
家
の
佐
藤
信
幸
さ
ん
か
ら
「
コ
ノ

ハ
ズ
ク
ら
し
い
幼
鳥
が
迷
い
込
ん
だ
の

を
捕
ら
え
た
が
」
と
い
う
お
電
話
が
あ
っ

た
の
で
、
私
は
お
話
し
か
ら
し
て
た
ぶ

ん
ア
オ
バ
ズ
ク
だ
ろ
う
と
思
い
、
確
認

に
行
く
と
約
束
し
ま
し
た
。

　
早
速
出
掛
け
て
み
る
と
、
佐
藤
さ
ん

は
お
留
守
で
し
た
。
せ
っ
か
く
と
思
い
、

私
は
玄
関
か
ら
家
の
後
ろ
ま
で
そ
の
幼

鳥
を
探
し
て
み
ま
し

た
が
見
当
た
り
ま
せ

ん
。
再
び
玄
関
に
戻

る
と
、
何
か
の
陰
に

尻
の
羽
根
が
動
く
の

が
見
え
ま
し
た
。
手

元
の
曲
尺
（
か
ね
じ
や

く
）
で
追
い
出
し
て

み
る
と
、

　
ひ
な

の
雛
鳥
で
し
た
．

は
黒
、

オバズク

　
　
　
　
そ
れ
は
や
は
り
ア
オ
バ
ズ
ク

　
　
　
　
　
　
　
円
い
瞳
孔
の
真
ん
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ら

　
　
　
回
り
は
黄
色
と
い
う
目
で
睨
ん

で
首
を
上
下
左
右
に
回
し
て
威
嚇
す
る

　
　
　
　
も
う
き
ん
　
　
　
　
き
ょ
う
じ

姿
勢
は
、
猛
禽
類
の
衿
持
（
ほ
こ
り
）

を
保
つ
よ
う
に
も
見
え
ま
し
た
．

　
ア
オ
バ
ズ
ク
は
「
青
葉
木
菟
」
と
書

き
、
中
位
の
フ
ク
ロ
ウ
の
仲
間
で
、
初

夏
の
青
葉
の
候
に
南
方
か
ら
渡
っ
て
く

る
夏
鳥
で
す
。
神
社
の
大
木
の
洞
穴
な

ど
に
営
巣
を
し
て
、
大
型
昆
虫
な
ど
を

捕
ら
え
て
食
べ
ま
す
。
「
ホ
ー
ホ
ー
」
と

の
ど
か
な
声
で
鳴
く
声
は
、
夏
の
夜
の

風
物
詩
で
し
た
が
、
近
年
は
め
っ
き
り

減
り
、
そ
の
声
が
稀
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
幼
鳥
は
虫
の
よ
う
な
鈴
を
振
る
声
で

「
ピ
リ
リ
i
」
と
鳴
き
ま
す
。
こ
の
捕
獲

さ
れ
た
幼
鳥
は
、
近
く
の
洞
泉
寺
に
あ

　
　
　
　
　
け
や
き

る
境
内
の
大
樫
に
育
っ
た
も
の
が
迷
い

出
て
、
ケ
ガ
を
し
て
佐
藤
さ
ん
宅
に
迷

い
込
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。
両
目
の
う
ち
、

片
方
の
瞳
孔
が
大
き
く
不
揃
い
に
な
っ

　
　
　
　
　
　
て
い
ま
し
た
。
ふ
く
ろ

　
　
　
　
　
　
う
の
目
は
、
夜
は
瞳
孔

　
　
　
　
　
　
が
大
き
く
開
き
、
昼
は

　
　
　
　
　
　
絞
ら
れ
て
い
る
の
が
理

　
　
　
　
　
　
屈
で
し
よ
う
．

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
日
の
夜
に
松
代

　
　
　
　
　
　
の
『
農
舞
台
』
主
催
の

　
　
　
　
　
　
『
野
の
師
父
』
で
、
夜
の

野
外
の
長
命
寺
付
近
の
散
策
を
行
っ
た

と
き
に
、
大
銀
杏
の
枝
の
茂
み
か
ら
「
ホ
ー

ホ
ー
」
と
い
う
声
が
し
て
、
参
加
者
を

喜
ば
せ
る
か
と
期
待
し
ま
し
た
が
、
お

食
事
で
留
守
の
よ
う
で
残
念
！

　
室
野
の
佐
藤
信
幸
さ
ん
は
、
玄
関
前

に
放
し
飼
い
に
し
て
、
水
槽
の
タ
ナ
ゴ

や
エ
ビ
を
与
え
て
い
ま
し
た
が
、
1
2
日

の
朝
に
は
姿
が
見
え
な
く
な
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。
親
鳥
が
連
れ
去
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　
　
　
（
文
と
写
真
　
高
橋
八
十
八
）

力強い農業経営を目指して

7
一
一

－
一…

…
蠣
…

　
　
■
■

　
　
■
■

　
　
　
■

　
　
■7

ロ
一

■
■

蘭
■

　
1

耳
＝

よ．㍉夢硬、臨薯箇
　講師の新潟県農業会議の堀さん

熱心に受講する認定農業者の皆さん

　
こ
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
農
業
者
育
成
講
座
は
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
環
境
下
に
お

い
て
も
、
農
家
自
ら
が
経
営
指
標
を
立
て
、
独
立
し
た
経
営
管
理
の
も
と
で
農

業
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
、
農
業
人
材
を
育
て
る
た
め
の
講
座
で
す
。

　
今
年
度
と
来
年
度
の
2
ヵ
年
計
画
で
実
施
す
る
予
定
で
、
今
年
度
は
主
に
簿

記
－
記
帳
を
と
お
し
た
経
営
判
断
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
、
5
回
程
度
の

開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
か
ら
始
ま
っ
た
新
た
な
米
政
策

改
革
大
綱
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
国
策
主

導
の
農
業
政
策
か
ら
、
消
費
者
重
視
・

市
場
重
視
の
考
え
方
を
も
と
に
、
農
家

が
米
の
生
産
を
安
定
的
に
行
い
、
売
れ

る
米
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
を
、

本
来
あ
る
べ
き
米
づ
く
り
の
姿
と
位
置

付
け
て
い
ま
す
．
こ
れ
と
平
衡
し
て
、

水
田
農
業
交
付
金
や
各
種
の
補
助
金
な

ど
、
こ
れ
ま
で
の
農
業
経
営
を
支
え
て

い
た
国
の
支
援
も
大
幅
に
見
直
さ
れ
、

農
業
の
現
場
に
お
い
て
も
農
家
自
身
の

経
営
手
腕
が
問
わ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
環
境
下
で
も
、
力
強
い

農
業
経
営
体
を
育
成
し
て
い
こ
う
と
い

う
の
が
、
こ
の
講
座
の
目
的
で
す
．

　
8
月
2
4
目
、
松
代
町
役
場
で
の
第
一

回
目
の
講
座
に
は
、
松
代
町
か
ら
1
8
名
・

松
之
山
町
か
ら
は
1
0
名
の
認
定
農
業
者

が
参
加
し
ま
し
た
。
講
師
に
、
新
潟
県

農
業
会
議
の
堀
正
和
部
長
補
佐
を
お
迎

え
し
、
農
業
経
営
へ
の
複
式
簿
記
に
ょ

る
税
務
・
財
務
分
析
の
重
要
性
に
つ
い

て
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
経
営
基
礎
知
識
の
修
得
や

企
業
的
な
経
営
の
実
践
に
む
け
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
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思わず捨てていませ漏か曾
　　捷鋳擁鍵塑憲響る　薫源蝉遷

声・　㊧

増
え
つ
つ
あ
る
可
燃
ゴ
ミ

　
松
代
町
の
平
成
1
5
年
度
の
資

源
ゴ
ミ
回
収
量
は
、
平
成
1
4
年

度
に
比
べ
1
5
ト
ン
減
の
1
9
0
ト
ン

で
し
た
。
ま
た
、
不
燃
ゴ
ミ
に

つ
い
て
も
同
じ
く
1
9
ト
ン
減
の
2

2
8
ト
ン
で
し
た
。
し
か
し
、
可

燃
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
、
5
8
ト
ン
増

の
7
7
8
ト
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
民
一
人
あ
た
り
が
排
出
す

る
可
燃
・
不
燃
ゴ
ミ
の
量
も
平

成
1
4
年
度
に
比
べ
昨
年
度
は
約

6
％
増
え
、
2
4
2
㎏
と
な
っ

て
い
ま
す
．

　毎日、私たちの家庭や事業所などから出されているゴ

ミは、リサイクルできる資源ゴミを除いて、最終処分を

焼却や埋め立てに頼らざるを得ません。資源と同様に、

限りある処分場を有効的に利用するためにも、生活の中

でのこまめな資源物の分別が必要です。

　分別収集が始まって2年が経過した、昨年度のゴミの

処分量についてお知らせします。

資源ゴミの種類別処理分量可燃ゴミ・不燃ゴミの処分量

の他

ん

・アルミ

類

　　205

二・、「．＿19α＿．

そ
び
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一
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一
　
　
　
一
細
一
　
　
　
　
　
一

15

26 12

22

li灘 …一…嚢……、 鞘F

縫麟 ヨ麹

〉
Ot
5

　
2
〈

00

　
　
5
0
　
　
0
0
　
　
5
0
　
　
0

り
乙
　
　
　
　
　
　
司
1
　
　
　
　
　
　
『
1

　　　　　　　　　1，006
　　967

”i””コ團朱燃ゴミ

ミ
、ゴ燃可

平成14年　平成15年
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　　800

　　600

　　400

　　200

　　　　0

平成14年　平成15年

〈t〉

1，200

め
ん
ど
う
が
ら
ず
に
リ
サ
イ
ク
ル

　
環
境
省
や
各
都
道
府
県
で
は
、

資
源
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
指
標

に
「
リ
サ
イ
ク
ル
率
」
を
用
い

て
い
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
率
と

は
、
ゴ
ミ
の
総
収
集
量
の
う
ち

資
源
化
さ
れ
た
も
の
の
占
め
る

割
合
で
す
．

　
こ
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
全
国

的
に
見
る
と
、
平
成
1
0
年
に
は

12

響
だ
っ
た
も
の
が
平
成
1
3
年

に
は
1
5
暫
と
着
実
に
上
昇
し
て

い
ま
す
。
当
町
の
場
合
は
、
可

燃
ゴ
ミ
が
大
幅
に
増
え
た
一
方

で
、
資
源
ゴ
ミ
が
減
少
し
た
た

め
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
が
減
少
し

て
い
ま
す
．

　
む
や
み
に
可
燃
ゴ
ミ
や
埋
め

立
て
ゴ
ミ
に
ま
わ
さ
ず
、
こ
ま

め
な
分
別
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

〈参考〉松代町のリサイクル率

平成14年度 平成15年度

18％
16％
（2％減）

リサイクル率＝

　ゴミの資源化量＋団体回収の資源ゴミ量

　ゴミの総処理量＋団体回収の資源ゴミ量

堆
肥
で
生
か
そ
う
生
ゴ
ミ

　
現
在
十
日
町
エ
コ
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
で
は
生
ゴ
ミ
も
可
燃

ゴ
ミ
と
し
て
焼
却
し
て
い
ま
す
．

し
か
し
、
生
ゴ
ミ
は
燃
え
に
く

い
だ
け
で
な
く
他
の
可
燃
ゴ
ミ

の
燃
焼
も
妨
げ
、
燃
焼
温
度
を

低
下
さ
せ
ま
す
。
燃
焼
温
度
の

低
下
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の

有
害
物
質
の
発
生
に
つ
な
が
り

ま
す
．
自
治
体
に
よ
っ
て
は
生

ゴ
ミ
を
堆
肥
化
さ
せ
る
施
設
を

〈
松
代
エ
コ
ク
ラ
ブ
の
取
組
み
〉

　
E
M
ボ
カ
シ
運
動
を
始
め
て

12

年
。
生
ゴ
ミ
の
減
量
を
目
的

に
現
在
約
1
5
0
世
帯
に
E
M

ボ
カ
シ
を
配
布
し
て
い
る
。
国

道
2
5
3
号
線
ふ
る
さ
と
会
館

前
で
は
、
E
M
ボ
カ
シ
に
よ
る

肥
料
で
花
壇
づ
く
り
を
行
つ
て

い
る
。

建
設
し
、
可
燃
ゴ
ミ
を
減
ら
す

だ
け
で
な
く
化
学
肥
料
を
使
わ

な
い
農
作
物
の
栽
培
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
生
ゴ
ミ
処
理
施
設

の
な
い
当
町
で
は
、
生
ご
み
を

E
M
ボ
カ
シ
と
混
ぜ
て
堆
肥
化

さ
せ
る
こ
と
が
有
効
的
で
す
。

　
集
落
に
よ
っ
て
は
、
各
団
体

で
E
M
ボ
カ
シ
を
お
こ
し
、
各

家
庭
に
配
布
す
る
こ
と
で
生
ゴ

ミ
の
減
量
化
を
す
す
め
る
運
動

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　十日町エコクリーンセンター（ごみ焼却場）

　　　　　工事による運転休止のお知らせ

　エコクリーンセンターの電気機器取替え工事により下記の工事

期間中焼却処理ができません。

　通常のゴミ搬入業務は行いますが、燃やす粗大ゴミ（家屋廃材、

畳、布団、家具類など）は引き受けできませんので工事終了後に

搬入してください。

　　　　　工事期間：10月2目db～13目㈱まで
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安
塚
警
察
署
が
ら
の
お
知
ら
慧

　
　
来
攣
6
月
末
　
松
癒
確
纏
雛
圓
斑
警
察
署
戴
編
藏

　
警
察
で
は
、
地
域
社
会
や
治
安
情
勢
が
大
き
く
変

化
す
る
中
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会

を
実
現
す
る
治
安
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
、
警
察
署

の
再
編
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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一
　
　
警
察
署
再
編
整
備
実
施
計
画
の
概
要
　
　
　
一

一
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一

1　
　
安
塚
警
察
署
は
、
平
成
1
7

　
年
6
月
末
こ
ろ
、
上
越
警
察
署

　
（
現
在
、
上
越
市
藤
野
新
田
に

　
建
設
中
）
と
統
合
し
、
安
塚
町
、

　
浦
川
原
村
、
大
島
村
お
よ
び
牧

　
村
の
区
域
に
つ
い
て
は
上
越
警

　
察
署
の
管
轄
区
域
と
し
ま
す
。

　
　
ま
た
、
松
代
町
と
松
之
山
町

　
の
区
域
に
つ
い
て
は
、
十
目
町

　
警
察
署
の
管
轄
区
域
に
編
入
し

ま
す
．

　
現
在
の
安
塚
警
察
署
庁
舎
を
利

　
用
し
、
安
塚
交
番
（
仮
称
）
を

2
　
警
察
署
を
統
合
し
た
後
は
、

設
置
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
安
塚
交
番
で
は
、
現
在
に
引
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
続
い
て
地
域
住
民
に
身
近
な
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

警
察
相
談
等
の
窓
口
を
開
設
す
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

る
と
と
も
に
、
パ
ト
ロ
ー
ル
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

カ
ー
を
配
置
す
る
な
ど
機
動
力
一

を
整
備
し
、
地
域
に
お
け
る
安
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
・
安
心
の
確
保
に
努
め
ま
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
な
お
、
現
在
、
行
っ
て
い
る
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

運
転
免
許
証
の
更
新
事
務
を
引
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
続
き
行
え
る
よ
う
検
討
を
進
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
て
い
ま
す
．
、
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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※
警
察
署
の
再
編
整
備
に
伴
う
交
番
、
駐
在
所
の
統
廃
合
計
画
は
あ

り
ま
せ
ん
。
な
お
、
浦
川
原
村
の
横
住
駐
在
所
は
、
浦
川
原
駐
在
所

と
統
合
し
、
浦
川
原
駐
在
所
を
2
人
勤
務
の
駐
在
所
と
し
ま
す
。
（
本

年
n
月
の
予
定
）

　
警
察
で
は
、
今
後
も
安
全
・
安
心
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
住
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
シ
ア
タ
ー
ト
レ
イ
ン
「
ゆ
め

ぞ
ら
号
」
は
2
度
目
の
夏
休
み

を
む
か
え
、
今
年
も
旅
行
や
帰

省
に
た
く
さ
ん
の
親
子
連
れ
や

団
体
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
こ
の
た
び
、
第
3
段

映
像
と
し
て
「
天
空
（
て
ん
く

う
）
編
」
が
登
場
し
ま
す
。
ほ

く
ほ
く
線
沿
線
の
自
然
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
映
像
で
、
新
緑
の
森
や

紅
葉
の
中
を
歩
く
シ
ー
ン
、
天

の
川
や
雪
の
結
晶
が
天
井
い
っ

ぱ
い
に
広
が
る
シ
ー
ン
な
ど
、

と
っ
て
も
い
や
さ
れ
る
映
像
が

展
開
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
今
ま

で
同
様
、
高
品
質
な
コ
ン
ピ
ユ
ー

タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
に
よ
る
動

画
で
、
ト
ン
ネ
ル
毎
に
違
っ
た

シ
ー
ン
が
楽
し
め
ま
す
。

　
秋
の
シ
ー
ズ
ン
に
ぴ
っ
た
り

の
「
天
空
編
」
も
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

天空編の一シーン

⑨爲魍囎．、懸

　　　…藝錘欝1SKY臆IN

　　運行のご案内

　　　　〈運行目〉

　毎週土・日曜、祝日と

　12月30日～1月3日
　　　〈運行ダイヤ〉

　　　　直江津駅発
上　8：18（越後湯沢行）

り　12：32（六日町行）

　16：34（越後湯沢行）

　　　越後湯沢駅発
下10：36（快速直江津行）

り　　　六日町駅発

　15：05（直江津行）

合併後のまちづくりの仕組みを考えるシンポジウム

合併後の地域が　個々に輝くために1
　　　一住民と行政の新しい協働を提案一

　市町村合併をひかえ、「住民による自治活動の振興策」、

「仕組みとしての地域協議会のあり方」、「住民と行政の

役割分担と協働のあり方」などをテーマに、合併後の

まちづくりの仕組みを考えるシンポジウムを開催しま
す。

期日＝10月2目㈹午後2時・》午後5時30分

場所：十日町市　市民会館ホール

内容＝午後2：00開会

　　　　　2：10　基調講演　大森　彌氏

　　　　　　　　（千葉大学教授／東京大学名誉教授）

　　　　　3：30パネルディスカッション

　　　　　　　　コーディネーター　浅野ゆうこ氏

　　　　　　　　　　　　ほか　パネリスト　4名
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　　人ロの動き

　男　　2，002人　　（一6人）

　女2，143人（一2人）
　計4，145人（一8人）
世帯数　1，482世帯（一1世帯）

　出生　2人　　死亡　7人

　転入　2人　　転出　5人

　　　（16年8月末目現在）
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　　　・蟻翻覇

　　　噸講轟
　↑酵響麟灘響齢

　高齢化社会むズ

の活力を維持すそ

知識と経験を活オ
です。

　定年の引上げξ

ついては、お気車

談ください。＜ノ

　　　　麗嚢i響・灘雛難灘．、『』

平幾響羅慶鐵i儘・藷繋璽欝難葛冠

1．募集科名

①高等学校卒業者対象科

校名 実施科目

新潟校 NC機械科、白動車整備科、電気
システム科

上越校 自動車整備科、メカトロニクス科、

ホテルビジネス科、OA事務科
三条校 メカトロニクス科、工業デザイン

科

魚沼校 電気施設科

②義務教育修了者以上対象科

校名 実施科目

三条校 生産システム科

魚沼校 建築科、左官科

2．募集受付期間

推薦選考：9月17日～10月1目まで
一般選考：10月15日～10月29目まで

※詳しくは最寄りの県立テクノスクール

ヘお問い合わせください．

上越テクノスクールTEL（025）545－2190

圓
圏
⇔
團
回

　
　
（
8
月
1
日
～
8
月
3
1
日
）

幸
せ
多
い
人
生
を
（
婚
姻
）

高
橋
　
孝
幸
・
関
川
　
美
幸
さ
ん

　
　
　
（
松
代
　
や
ま
ぐ
ち
や
）

元
気
な
良
い
子
に
（
出
生
）

田
邊
　
祐
士
ノ
　
孝
丁
友
里
江
さ
ん

　
　
（
松
代
　
下
町
住
宅
A
棟
）

小
嶋
　
千
夏
’
　
雅
明
・
充
江
さ
ん

　
　
　
（
犬
伏
　
や
ち
む
こ
う
）

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

高
橋
　
ノ
リ
さ
ん
　
　
　
80
歳

　
　
　
（
莇
平
　
と
く
ぜ
ん
）

平
澤
　
富
治
さ
ん
　
　
　
裕
歳

　
　
　
（
松
代
　
ひ
ら
も
と
）

柳
　
仙
三
ん
　
　
　
7
5
歳

　
　
　
（
千
年
　
に
し
お
け
や
）

柳
　
勝
透
さ
ん
　
　
　
6
6
歳

　
　
　
　
（
犬
伏
か
じ
や
）

若
月
佐
治
郎
さ
ん
　
　
　
8
2
歳

　
　
　
　
　
（
千
年
う
ら
）

小
堺
　
キ
ク
ノ
さ
ん
　
　
72
歳

　
　
　
（
儀
明
　
て
ら
ば
や
し
）
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町の行事予定（9・10月）

l！（火）

22（水）

轟翻iiliii

秋分の日

24（金）

鰯繊

響松代・松之山チャレンジ塾おもしろ科学実験

27（月）

28（火）

29（水）

30休） 新潟県知事選挙告示日

11／囲

鍵㈱
地域自治組織講演会十日町市市民会館14＝00～
室野保育園運動会9：00～

ロマン24総合グランド正午スタート（3日まで）

4（月）

5（火）

6（水）

7（木）

8（金） 寒露

難欝 松代保育園運動会8＝30～
纏’乱”翫

、鯉 町制施行50周年記念式典・祝賀会10＝00～

12（火） 幼児健診松代活性化センター13＝00～

13（水） ポリ才・乳児健診総合センター13二30～

14（木） 子宮がん・乳がん検診総合体育館12二30～

15（金） 幼児健診松代活性化センター13＝00～

繊㈱

撫鷺謁難糖
18（月）

19（火） 子宮がん・乳がん検診総合体育館12＝30～

20（水） すくすく教室運動会総合体育館9＝00～

お知ぢ琶

　新潟県司法書士会では、10月1日の「法の日」にちなんで、会

員各事務所において下記のとおり無料相談会を開催します。

期間：10月1日（金》から10月7日（木）まで

　　　　　　　　　　　　　　　　（平日の執務時間において）

場　所：県内各司法書士事務所
内　　容：訴訟、登記、供託等に関する法律相談

問い合わせ：新潟県司法書士会（新潟市古町通13番町5160番地）

　　　　　TELO25－228－1589　（FAXO25－223－2270）

　　　　　　　　　　　　　　臓鷲
　　　　　　　一情報化時代の土地活用一

　　　一定面積以上の土地取引には届出が必要です。

　国土利用計画法では、国土の適正かつ合理的な土地利用の確保

を図るため、法定面積以上の土地取引を行った場合、契約締結日

（予約を含む）から2週間以内に土地の所在する市町村を経由して

都道府県知事に届出をすることを義務付けています．

【届出義務者】権利取得者（売買なら買主）

【屈出時期】契約締結日から2週間以内

【届出場所】土地の所在する町役場

【届出事項】①土地売買等の当事者　②土地の所在　③利用目的

　　　　　　④対価など

【法定面積】①市街化区域⇒2，000㎡以上

　　　　　　②市街化区域を除く都市計画区域⇒5，000㎡以上

　　　　　　③都市計画区域以外の区域⇒10，000㎡以上

※個々の取引面積は小さくても、土地の総面積が上記の面積以上

　になる場合には、届出が必要になります．

　　　　　　問い合わせは、役場企画振興課まで

”1　　　　▼　■

10年程前の冬、休日の役場の休憩室でスクワットに打ち込
む人がいた。後頭はV字に刈り込んであり、勇猛な感じがし
た。アニマル浜口さんではないですか。雪国の取材に訪れた
という。すかさず差し出した色紙には、今回の才リンピック
中でもおなじみの「気合」の文字が添えられた。プロレスラー
現役時代、レスラーとしては比較的小柄な体格で全身全霊、
闘志剥き出しで大型レスラーに挑む姿に感銘を受けた。まさ
に気合だった。引退後、ご自身で道場を営まれ後進の指導に
あたられた。▼練習では選手を怒鳴りながら指導し、試合が
終われば結果に関わらずよくやったと抱きかかえる。厳しい
練習についていけるのは、結果を生める師への信頼があるか
らではないか。オリンピックが終わり空港で選手を称える姿
も印象的だった。▼サインをもらい、ひとしきり会話をして
休憩室を出ようとする私の肩を叩いて「いい身体だね。レスリ
ングどうだい」。厳ついと思っていた男は温容で、気さくな人
だった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊨

　10月1目～7日までの「法の目週間」にちなみ、法務局・人権

擁護委員協議会・司法書士会・土地家屋調査士会の共催で法務行

政相談所が開設されます。相談内容等は下記のとおりで、内容に

応じてそれぞれの担当が無料で相談に応じます。秘密は厳守され

ますので、お気軽にご相談ください。

日　　時：10月13目（水）午前10時～午後3時

会　場：十目町合同庁舎（十日町市宮田町1－18）
相談内容二①土地・家屋の売買、相続・抵当権設定・土地の分筆・

　　　　　　合筆、地目変更、建物の新築・増築・滅失などゐ不

　　　　　　動産登記および土地の境界など

　　　　　②会社の設立、役員変更などの会社・法人登記

　　　　　③結婚・離婚・養子縁組や国籍取得

　　　　　④地代、家賃などの供託

　　　　　⑤家庭内、親族間、近隣間のもめごと・いじめ・不登

　　　　　　校・体罰・不当な差別、虐待などの人権問題

　　　　　⑦多重債務　　など
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豆乳ローションでキレイになる！

　　　　　　　　　　　　中西
奥薗嘉子の子どもの朝ごはん

毎日簡単！元気レシピ　　　奥薗
心と体に効く　お茶の科学

永士ロ

嘉子

【電　話】　597－2615
【ホームページアドレス】

http＝〃www．9．ocn．nejp／～m－tosho／

【メールアドレス】

m－tosyo＠beach．ocn．neJP

お知らせ

小國伊太郎

23日は祝日のため休館です。

　　　　　◇

　　　　　えほん・じどう　＊＊＊

あいうえお、だよ　　　　　　長田　　弘

えほんとべないほたる1
　ほたるたちのたんじょう　　小沢　昭巳

かいけつゾロリとまほうのへや原ゆたか

お父さんの　eメール　　　　奥田　継夫
カブトムシ・クワガタムシ

そだててあそぼう

　・かぶの絵本・ネギの絵本

　・ゴマの絵本・ウメの絵本

　・牛乳の絵本

『えほんとべないほたる1

　　　ほたるたちのたんじょう』

　　　　　　　　小沢　昭巳：原作
　小さい川のほとりで、ほたるの子供達
がいっせいに生まれ、飛び立ちました。

でも、1ぴきのほたるだけが、飛べませ

んでした…
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五
十
嵐
江
美
子
さ
ん
（
小
荒
戸
）

第2回伊沢和紙ほたる展募集要項

●一般部門、小・中学生部門があります

●出品数は限定しません

●大きさは1m×1m×1m以下
●必ず伊沢和紙を使用してください

●灯りは電球を使用してください

●申し込み締め切り　9月30日休）

●搬入日は10月1日團～8日囲

開催＝10月9日仕）17＝00～
会場＝松苧神社参道伊沢和紙工房灘

主催　伊沢和紙ほたるin犬伏　実行委員会

　　　　申し込み・問い合わせ

犬伏けやきの会　TEL／FAX　O25－595－6692
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